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まえがき 

デジタル時代に入り、世界のビジネス環境は大きく変化しつつあります。政府、企業および個人も、フィンテックの潜在的メリットを次第に受け入れ

るようになってきました。 

フィンテックは、新たなビジネスの創出や既存経営モデルの変革といった面でディスラプション（破壊的変化）を起こす可能性があるとして、長い間

もてはやされていました。また、フィンテックが金融改革を前進させ、場合によっては国家経済の急速な発展を後押しする可能性もあります。 

さらに、フィンテックは持続可能な経済発展を促すための強力なツールになる可能性があります。例えば、ファイナンシャル・インクルージョン（金融

包摂）は利害関係者の間でますますホットな話題になってきました。現在、フィンテック企業は、マイクロペイメント、マイクロレンディングから送金、マ

イクロインシュアランスまであらゆることに力を入れています。 

地理的条件やインフラ、テクノロジーに問題を抱え、多数の人々が 依然として銀行口座を持たないアジアでは、これは特に重要なことです。 

「一帯一路」構想のような地域開発政策が、発展途上国の各地におけるフィンテック分野の利害関係者同士の関係を深めるチャンスを与えること

によって現状を変えようとしています。こうした構想は、政府、監督機関、企業、業界団体、政府系機関、および非政府組織に、一致団結し協

力し合う絶好の機会をもたらします。 

この動きはすでにすでに至るとことで見られます。例えば、多くの香港企業が、その画期的なテクノロジー・ソリューションを通じてアジア全域のファイナ

ンシャル・インクルージョンと持続可能な経済発展に貢献しています。 

KPMG とサイバーポート（香港の有力なデジタル・テクノロジー・ハブ）が合同で執筆したこのレポートでは、これら企業の視点を紹介します。これ

らの企業の経験には、テクノロジー・イノベーションの広がりを促そうとする香港の努力が如実に現れています。金融・物流・貿易の国際的な拠点で

ある香港は、顧客や資金調達の機会、国際性豊かな人材の大きなネットワークを持っています。こうした絶妙な環境が、起業家たちに新しいソリ

ューションの開発への扉を、またフィンテック企業に繁栄への扉を開きました。 

2018年 7月 

 

China Management News  
（KPMG中国マネジメントニュース） 

フィンテック：ゲームチェンジャー 
～アジア全域でサステナブル・ファイナンスを変革～（1） 
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さらに、本稿では政府が独自のフィンテック・エコシステムを展開するにあたっ

て、考慮すべき重要な課題についても論じます。これには、明確な規制枠

組みの確立から、フィンテック・サンドボックスの形成などといった、より具体的

な施策まで及びます。また、地域全体の主要なフィンテック開発を紹介し、

アジアのフィンテック市場に関する知見を紹介します。 

アジアでは技術の進化に伴って、フィンテックの影響力と重要性がこれから

もますます広がっていくでしょう。官民双方が協力してこの変革がもたらすチ

ャンスを掴み、経済成長を持続可能な形で実現させることが大変重要で

す。 

 

アジアにおける主なフィンテックの動向 

フィンテックの急速な発展は、アジアにおける金融サービスの業界地図を劇的に塗り替えています。フィンテックは、金融サービスの提供方法において

生産性と効率性向上の可能性をもたらしています。最近の重要な展開として、ピアツーピア（P2P）レンディングやエクイティ・クラウドファンディング

といった新たなオンライン金融プラットフォームの登場が挙げられます。 

オンライン投資・取引プラットフォームも大きく進化しました。中でもほぼ自動化されたポートフォリオ管理、戦略、サービスを提供するロボアドバイザ

ーの台頭には目覚ましいものがあります。 

また、さまざまな金融業務において、ブロックチェーンなどの分散型台帳技術がもたらす機会を追求する動きが活発化しています。これには、銀行

間決済や貿易インボイスの確認・照合、契約の署名・実行が含まれます。 

しかしながら、ビッグデータ・アナリティクス、人工知能などの技術の普及に伴って、サイバーセキュリティとデータ・プライバシーに関する懸念も広がって

います。従って、アジア諸国の政策立案者は、イノベーションの推進と金融システムにおけるリスク管理、いわゆるレジリエンスの維持の間で上手に

バランスを取る必要があります。 

例えば、中国は 2015年に「互聯網＋（インターネットプラス）」1行動計画をスタートさせました。世界のイノベーション大国になるという壮大な目

標の一環として、モバイル、インターネット、E コマース、クラウドコンピューティングの各部門の成長を推進することが目的です。この目標を支えるの

は、デジタル化とスマートテクノロジーを後押しする 400 億元の新興産業イノベーション投資ファンドです。 

一方で、フィンテック企業を規制し、リスクをコントロールするという国の姿勢は、2016 年に 400 社以上の従来型およびインターネット金融の関連

会社で構成される中国インターネット金融協会2が設立されたことに現れています。 

さらに中国は、2017年により実効性の高いデータ保護体制3を発表し、非金融機関にリスク管理、「Know Your Customer（KYC）」の方

法、機密情報の保管などを含む追加要件を課しました。 

香港特別行政区（HKSAR）では、フィンテックの開発を推進するために多くの団体が設立されました。フィンテック・ファシリテーション・オフィス、フィ

ンテック・コンタクトポイント、フィンテック・アドバイザリー・グループなどはその例です。その他の主な政策としては「サイバーポート・インキュベーター」4

（決済、オンライン取引プラットフォーム、P2P レンディングをサポートするプラットフォーム）が挙げられます。 

                                                
1 China unveils Internet Plus action plan to fuel growth（中国が成長加速に向けて「互聯網＋」行動計画を発表）、中国国務院、

http://english.gov.cn/policies/latest_releases/2015/07/04/content_281475140165588.htm 
2 中国インターネット金融協会、http://www.nifa.org.cn/nifaen/2955866/2955892/index.html 
3 China Cyber News Alert（中国サイバー・ニュース・アラート）、2017 年 4月、KPMG中国、

https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/cn/pdf/en/2017/04/china-cyber-news-

alert.pdf?_ga=2.115694734.925974879.1521420140-100068990.1514970880 
4 Cyberport Incubation Programme（サイバーポート・インキュベーション・プログラム）、サイバーポート、

https://www.cyberport.hk/en/about_cyberport/cyberport_entrepreneurs/cyberport_incubation_programme  
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シンガポールでも、フィンテックは戦略的優先課題とされています。シンガポール金融管理局（MAS）はフィンテック開発に力を入れており、適切な

規制の方針・戦略を立案するためにフィンテック＆イノベーション・グループを設立するとともに、ファイナンシャル・セクター・テクノロジー・イノベーション・

スキーム5をスタートさせました。イノベーション・センターを立ち上げ、画期的な金融ソリューションの開発を推進することが目的です。 

このほか、韓国は、中小企業（SME）だけでなく新興企業にも融資や政府保証を提供することを含めて政策性銀行の役割を定義し直すため

の「金融政策ロードマップ」6を定めました。 

アジアでは、インドネシア、マレーシア、フィリピン、タイも、イノベーションを支援し、新しい製品・サービスが幅広く導入される前に監督機関が規制・

政策・社会的影響を調整できるようにサンドボックス制度を導入しています。 

こうした動きは、地域の監督機関がフィンテックに可能性を見出したことを示しています。また、これを見ると、監督機関が持続可能な経済発展の

推進をどのようにすれば後押しできると考えているかがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィンテックと持続可能な経済発展 

フィンテックは金融サービスへのアクセスを広げ、国境を越えた物品・サービス・決済・情報の流れを活発化させることによって、持続可能な経済発

展を促す可能性を秘めています。 

これは、かなりの地域人口が未だに銀行口座を持たないアジアの発展途上国にとって重要なことです。世界銀行の「グローバル・フィンデックス・デー

タベース」7によれば、2014 年の時点で銀行口座を保有している成人の割合は地域全体の69％（東アジア・太平洋）と 46％（南アジア）

に過ぎません。これに対し、高所得の経済協力開発機構（OECD）加盟国では平均94％に達しています。 

ファイナンシャル・インクルージョン（金融包摂） 

                                                
5 Financial Sector Technology & Innovation scheme（ファイナンシャル・セクター・テクノロジー・イノベーション・スキーム）、シンガポール金融管理局、

http://www.mas.gov.sg/Singapore-Financial-Centre/Smart-Financial-Centre.aspx 
6 Financial Policy Roadmap for 2018（金融政策ロードマップ 2018）、金融委員会、

http://www.fsc.go.kr/eng/new_press/releases.jsp?menu=01&bbsid=BBS0048 
7 グローバル・フィンデックス・データベース 2014、世界銀行、

http://documents.worldbank.org/curated/en/187761468179367706/pdf/WPS7255.pdf 

Paul McSheaffrey  

バンキング＆キャピタルマーケット責任者 

KPMG中国香港 

規制のためのテクノロジー、人工知能、ブロックチェーンの利用への関
心が高まっていることから、アジアのフィンテック市場はさらに勢いづ
くだろう。欧州でも面白い動きが起こりそうだ。アジアの監督機関が、
オープンバンキングのための独自の枠組みを開発しようとしているから
だ。 



© 2018 KPMG, a Hong Kong partnership and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG Internat ional Cooperative (“KPMG International”), a 
Swiss entity. © 2018 KPMG Advisory (China) Limited, a wholly foreign owned enterprise in China and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved. 

4 

 

 

 

 

 

デジタル金融ソリューションは、金融サービスへのアクセス拡大に向けて大きな可能性をもたらします。手軽に、手の届く料金で金融サービスを利用

できることは、消費の円滑化、リスク管理、より優れた貯蓄方法を通じた生活の向上、クレジットや低料金の決済・送金の利用を助けるという点で

持続可能な経済発展に不可欠な要素です。 

ファイナンシャル・インクルージョン（別名インクルーシブ・ファイナンス）の概念は、携帯電話ネットワークの拡大によって急速に広がりました。携帯電

話所有者の増加と通信技術の進歩は、低所得層だけでなく辺境地域にも金融サービスを提供できるようになることを意味します。 

フィンテックは同時に、政策枠組みを打ち立て、既存企業と新設企業の両方による画期的で持続可能なビジネスモデルの開発を促す市場メカニ

ズムを導入する方向へと各国政府を向かわせる可能性があります。 

しかしながら、大規模なフィンテック政策を敷くためには相当の戦略的プランニングが必要です。フィンテックが持つ非常に大きな可能性は多くの潜

在的リスクを伴います。政府が規制や法律による十分な予防策を備えた新しい金融政策を同時に打ち出さない限り、サイバーセキュリティ問題、

デジタルリスク、新型の詐欺によって金融システムの安定性が脅かされるおそれがあります。 

加速する発展 

ファイナンシャル・インクルージョンを進めるフィンテックの力は、企業の経営のあり方をがらりと変える可能性もあります。 

例えば、貸出を生業とする企業は、もはや大きな物理的プレゼンスを維持する必要がなくなったと判断するかもしれません。そして、これは銀行のコ

スト、構造、そして拡張戦略に大きな影響を与える可能性があります。さらに人工知能とデータ・アナリティクスの進歩によって、金融企業は、電話

の時刻・回数・通話時間、支出記録、ソーシャル・メディア・ネットワークでの行動といった評価基準に従って借り手の信用力を判断できるようになっ

ています。 

アリババ集団の傘下企業が運営するマネー・マーケット・ファンド（MMF）「余額宝（Yu’e Bao）」は、フィンテックとファイナンシャル・インクルージョ

ンの影響を示すもう 1 つの実例です。 

従来型のファンドとは異なり、余額宝の場合、発行元は商品に資金をいくらでも注ぎ込むことができ、何時でも引き出せます。2013年8に販売が

開始された余額宝は、中国の消費者の間で人気を博し、その後世界最大級のマネー・マーケット・ファンドになりました。 

従来型の銀行やアセットマネジメント会社が提供する従来型投資商品は、資金や流動性の条件が非常に高く設定されているために低所得層に

は手が届きませんでした。余額宝は、銀行預金より高いリターンを提供し、しかも従来型ファンドのような制約を持たない商品に資金をプールする

機会を人々に与えることで、それらに代わるソリューションを提供したのです。 

余額宝の成功は、少額の貯蓄が蓄積され、市場を動かす商品に姿を変えたという点で、集団の力の凄さを示す好見本と言えます。発展途上国

では同様のソリューションが力を発揮する可能性があります。多額の資金がプールされたファンドの誕生によって、多くの開発プロジェクトが必要とす

る資金の源泉ができるかもしれないからです。 

                                                
8 Yu’e Bao（余額宝）、Tianhong Asset Management（天弘基金管理）、http://www.thfund.com.cn/en/yuebao.html 

フィンテックは金融サービスを劇的に変化させる力を持つのみならず、金融改

革を前進させ、各国の急速な経済発展を助ける可能性がある。一番重要なの
は、全てのことが持続可能な形で実現できることだ。 

Pat Woo 

ビジネス・レポーティング&サステナビリティ

担当パートナー 

KPMG中国 
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フィンテック・ソリューションは受給者の口座への直接支給を可能にし、社会給付の管理にも貢献する可能性があります。これは、政府が不正リスク

を低減し、本当に給付を受けるべき人々に資金を確実に届けられることを意味します。さらに、資金が実際に何に使われているのかを細かく監視

することが可能になります。 

今月号では、アジア地域におけるフィンテックの動向などを概観しました。来月号では、持続可能な経済発展について、個別企業の知見・取組を

紹介します。 

 

 

（みずほチャイナマンスリー 2018年 7月号に掲載） 

Contact us お問合せ先 

KPMG中国 

GJP China Markets, パートナー  

厚谷 禎一 

Tel: +86(10)8508 7111（日本語） 

E-mail: teiichi.atsuya@kpmg.com 

 

mailto:teiichi.atsuya@kpmg.com

